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要旨 
  
 本稿では、近年、日本国内において受け入れが急増している留学生のための支援として、
日本語教育にはどのようなことが期待され、どのような役割を果たすべきであるのか検討を
行った。留学生の問題や支援に関わる先行研究の外観を通して、日本で学ぶ留学生が抱えや
すい問題は多岐にわたっており、その支援のためのアプローチとして予防が重視されている
ことが示された。また、このような中で、日本語教育には留学生の対人接触の向上を支援す
ることが求められるとともに、日本語教育に携わる者が異文化における留学生の心理に関す
る知識と理解をより一層深めていく必要性が確認された。 
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1．はじめに―問題の背景 
少子高齢化の進行や世界的なレベルでの留学生獲得競争の激化、グローバル人材育成の必
要性など、昨今の社会的動向を受け、日本国内における受け入れ留学生数の拡大に向けた動
きが活発化している。留学生 30 万人計画の下、留学生獲得のための戦略が次々に打ち出され
る中で、平成 26 年 5 月 1日現在の日本国内の留学生数は過去最高の 184,155 人となり、この
うち、大学等の高等教育機関で学ぶ留学生は 139,185 人と、ここ数年高い水準を維持してい
る(日本学生支援機構,2014)。この傾向は今後もしばらくは続くものと予測される。 
だが、急激な留学生の増加に対し、受け入れ体制や受け入れ環境の整備には課題が山積し
ている（加賀美・小松,2013；加賀美,2012；栖原,2010 など）。多くの留学生を日本に呼び寄
せるには、留学しやすいプログラムの展開、奨学金や授業料免除など経済面での安定、宿舎
の提供、キャンパス内での多言語対応等、多くの条件整備とともに、留学生に対する受容的
な土壌作りが不可欠である。また、不慣れな環境下でのストレスや不安から、留学生が来日
前から抱えていた問題に加え新たな問題も生じる可能性があり、そのような場合の相談・支
援体制の整備も求められる。さらに、ホスト社会の使用言語を獲得することは留学生活を送
る上で不可欠であり、そのための日本語学習機会の保障もまた留学生のための重要な支援の
1 つと位置づけられる。こうした急激な留学生数の増加に、これらの整備がなかなか追いつ
かないのが現状である。 
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このような状況の中で、留学生支援としての日本語教育はどのような役割を果たすべきで
あるのかを検討していかなければならない。それは、日本語教育に携わる者として留学生と
どのように向き合い、留学生にとって快適な環境をどのように構築していくのかということ
である。留学生を対象としたこれまでの日本語教育においては、日本語教育を留学生支援の
1 つとして位置づけ検討することは、これまであまり焦点が当てられてこなかったのではな
いだろうか。 
一般に、日本の高等教育機関における留学生を対象とした日本語科目は、週に複数コマの
講義として開講されている場合が多い。また、一人の留学生が複数の日本語科目を同時に受
講する中で、同一教員の別の日本語科目を同時に履修することも少なくない。そのため、日
本語教員は授業を通して各留学生と週に複数回の接触機会を持つことから、日常的な留学生
の微妙な変化にも気づきやすい状況にある。日本語学習活動の中では、エッセイやディスカ
ッション等の学習活動を通して留学生個人の内面が表出されやすく、各留学生が抱える問題
を耳にすることもしばしばである。それゆえ、日本語教育者としてこのような状況とどう向
き合い、留学生に対する支援をどのように行うかについて検討しておくことは急務であると
言えよう。 
以上のようなことから、本稿では、まず、留学生が抱えやすい問題とはどのようなもので
あり、留学生支援のためにどのようなアプローチがあるのかを、先行研究をもとに概観する。
その上で、日本語教育には留学生支援としてどのようなことが期待され、どのような役割を
果たすべきであるのかについて、現在、筆者が関わる取り組みを実践例として取り上げつつ
検討を行う。これらを踏まえた上で、今後、留学生支援としての日本語教育が取り組むべき
課題についても明らかにしたい。 
 
2．留学生問題と留学生支援 
2-1 留学生の抱える問題とその要因 
留学生の抱える問題に関しては、これまでにいくつかの分類・整理が行われてきた。まず、
横田・白𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽𡈽は、「在日留学生の抱える問題及びニーズ」を、1𡈽専門分野の教育・研
究に関する領域、𡈽𡈽語学学習に関する領域、3𡈽経済的自立と安定に関する領域、𡈽𡈽生活環
境への適応に関する領域、5𡈽青年期の発達課題に関する領域、6𡈽交流に関する領域、の６
つの領域に分類し整理を行っている。1)の「専門分野の教育・研究に関する領域」は、教員
とのコミュニケーション・ギャップや教育指導のミスマッチ、進路に関する悩み、学位取得
の困難さなどである。𡈽)の「語学学習に関する領域」は、日本で留学生活を送る留学生にと
っての日本語習得に関わる問題が主である。日本で専門領域を学び、学位を取得するため、
また将来の就労のため、高度な日本語力の獲得が求められるものの、日本語習得の困難さを
抱えていることなどによるものである。守谷𡈽𡈽𡈽1𡈽𡈽は、英語のみで学位が取得できるコー
スであっても、留学生は日本語学習の必要性を十分に認識しており、それゆえに日本語学習
への様々な困難を感じている状況を報告している。3)の「経済的自立と安定に関する領域」
は、奨学金や授業料免除、宿舎の提供などのニーズであり、特に日本で学ぶ私費留学生など
にとっては大きな問題となりやすい。𡈽)の「生活環境への適応に関する領域」は、例えば交
通事故などの実際的な問題と、不安などの心理的な問題の両側面があり、個別化の見られる
問題であるという。5)の「青年期の発達課題に関する領域」は、恋愛や自活、職業選択など、
自我の成長に関わる問題であり、深刻な不安と挫折感を伴うものである。最後に、6𡈽の「交
守谷　智美
－  140  －
流に関する領域」は、ホスト社会の人々や、他の留学生など周囲の人々との良好な関係の構
築を求めるものである。 
また、加賀美（2007a）は、留学生相談の場に持ち込まれる相談の内容から、留学生の抱え
る問題をマクロ・メゾ・マイクロの 3つのレベルでとらえている。マクロレベルの問題は環
境的・物理的要因によるもので、経済的問題、住居問題が挙げられる。アルバイトを前提と
した生活基盤による日常においては、奨学金や授業料免除の問題は大きい。また、マイクロ
レベルの問題は日本語学習、健康・心理に関する問題で、日本語学習意欲の低下や学習困難、
文化的ストレスやホームシック、留学前から継続して持っていた問題やライフ・サイクル上
の問題などが挙げられる。さらに、メゾレベルの問題は、マクロレベルとマイクロレベルの
問題をつなぐようなものであり、情報提供や対人関係に関するものである。ここには、来日
後の対人関係の希薄さによる「情報からの疎外」や、身近な周囲の人々への不満や不信感、
疎外感などが挙げられている。 
近年の調査では、藤井（2014）が、留学生を対象として困難に感じていることを尋ねたと
ころ、「日本語」「経済」「住居」「学習」との回答が全体の 8割を超え、「バイト」「就職」「友
人や教員との人間関係」「病気・精神的な不安」も 7割を超えるなど、高い困難を示していた。
中でも、「経済」「日本語」「就職」「住居」「学習」の順で困難度が高く、私費留学生にとって
は「経済」が、国費留学生にとっては「日本語」が大きな困難となっており、それぞれ、2003
年度の調査時と比べて増加傾向にあった。 
このように、留学生の問題は多岐にわたるが、ここには、留学生特有の問題とともに、青
年期の発達課題など日本人学生にも共通してみられる問題の双方がある（金沢, 2002；正
楽,2011 など）。留学生が抱えるこうした問題の背景要因として、加賀美（2007）は以下の 6
点を挙げる。第一に、留学に伴い社会的・経済的地位の低下が起こること、第二に、留学し
た国の言葉が十分に話せないこと、第三に、家族からの別離による孤独感の強化、第四に、
受け入れ国・人の友好的態度の欠如、第五に、同じ文化圏の人々との接触が限られてしまう
場合、第六に、留学に先立つ心的外傷体験や持続したストレスがあること、第七に、思春期
や青年期等のライフ・サイクル上の問題であることである。その上で、留学生の問題が移民
など他の立場の移住者と異なるのは、留学生が一時的な滞在者であり、将来の展望が見えに
くく、日本社会に根付いた活動ができず、中途半端な関わりになってしまうこと、また、複
数の文化的背景を持つ場合、そのハイブリッド性がアイデンティティの危険因子となる可能
性があることであるという。 
このような留学生の諸問題の中で、ある領域の問題に焦点化した調査研究がいくつか見ら
れる。例えば、交流・対人関係に関する問題では、留学生と日本人の一対一交流時の困難要
因について検討した大西（2009）、日・台・韓の大学生の友情観の差異について明らかにした
上原・鄭・坪井（2011）、大学キャンパスにおける中国人留学生の友人関係形成や否定的意識
について検討した石原（2011）、中国人留学生の日本人学生との交流における被差別意識や友
人関係の満足度について述べた小松（2012）などである。また、生活環境への適応に関する
研究としては、大学院留学生の研究生活における困難に焦点を当てた園田（2009）や、在日
ムスリムの留学生の社会生活上の困難について報告した中野・奥西・田中（2015）なども見
られる。このような研究の蓄積を通して、留学生が抱える問題の実態を把握するとともに、
現状に対する必要な対応の検討が進むことが期待される。 
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2-2 留学生支援のためのアプローチ 
前述のような留学生の抱えやすい多様な問題への対応として、留学生相談・アドバイジン
グ等の観点から、問題の発生を未然に防ぐことの重要性が強調されている。横田・白𡈽𡈽𡈽前
掲書）は、留学生の問題に対応するためのアプローチとして、1）問題解決的アプローチ、
2）予防的アプローチ、3）教育的アプローチの 3つを挙げる。1）の「問題解決的アプローチ」
は、問題が発生してから相談を受け、援助・助言を行うものである。だが、問題の解決は不
可欠であるものの、問題が発生してからの対応には限界がある。そのため、問題の発生を未
然に防ぐための働きかけとして 2）の「予防的アプローチ」が重要である。さらに、文化摩
擦や利害衝突が生じた場合も、問題をうまく処理できるよう、3）の「教育的アプローチ」に
よって留学生・日本人に対し教育活動を通して知識や情報を与えておくことも有効である。
このような予防的・教育的アプローチが効果を発揮できれば、問題の発生が抑えられ、問題
解決的アプローチの必要性が減少するという。  
また、加賀美𡈽2007b；2010）も、「治療より予防」という概念を基軸の 1つとするコミュ
ニティ心理学の立場から、問題や危機が生じたときの治療的な関わりよりも、予防的な関わ
りの重要性を強調する。これは、留学生の支援として日常的に何が必要かを考える際の指針
となるが、加賀美はお茶の水女子大学における予防的・教育的な活動実践の事例を挙げている。 
予防的アプローチとしては、まず、留学生を対象としたオリエンテーションがある。オリ
エンテーションは、異文化に来たばかりの留学生に対し、ホスト社会での不安を和らげ、支
援のための情報提供と支援者の周知を行うものとして重要である。そのため、留学生受け入
れに関わる教職員だけでなく、留学生相談室で支援にあたる学生チューターや、学生の国際
交流グループ TEA の存在など、学内の様々な立場の人とともに留学生のためのオリエンテー
ションが行われる。横田・白𡈽𡈽𡈽前掲書）らも𡈽様にオリエンテーションの重要性を挙げ、
日本の大学ではこうしたオリエンテーションが必ずしも重視されていないため、留学生への
歓迎の表明を重視する、より楽しく効果的なオリエンテーションの重要性を指摘している。 
また、留学生が安心して利用できる居場所づくりも必要である。お茶の水女子大学の「留
学生相談室」では学生チューターが運営に関わり、留学生への日本語チェックなどの学習支
援や、生活相談に対応するとともに、留学生が自由に使えるスペースも提供するなど、留学
生が安心して心地よく過ごせる環境が整備されている。さらに、母国、他国、ホスト社会の
人々との間での交流や支援のため、𡈽国出身者によるセルフヘルプ・グループや学生間のピ
ア・サポートがあり、留学生が接近しやすい相談資源となっている。これらの活動に加え、
留学生相談担当教員によるリラクゼーションや集団面接などの予防的活動が行われており、
こうした専門家・非専門家の協働による充実した支援が報告されている。 
一方、教育的アプローチには、学生を対象に講義を通して行うものや講義以外の活動、支
援に関わる者への教育、留学生に関わる地域の人等に向けた講座などがある。大学のような
多様な背景を持った人が集う環境にあっても、異文化接触における友人形成は自然にはなさ
れにくい。そのため、お茶の水女子大学では、学部生や大学院生を対象とした異文化間コミ
ュニケーション等の教育、留学生と日本人学生が相互理解を深められるような交流合宿での
活動𡈽加賀美,2006）、地域の人も参加できる公開講座などの教育活動を通して、留学生・ホ
スト社会の人々の双方に働きかける、教育を通した様々な取り組みが行われている。 
近年では、他の高等教育機関においても、ローカルな状況を踏まえた多様な留学生支援が
見られ、報告がなされてきている𡈽例えば、八若,2014；後藤・川島,2014；上田・藤本,2013；
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岡・安藤,2013 など）。そこでは、学生による学生の支援も多く、それぞれの実践からは、支
援を行う上での知見とともに課題も明らかとなっており、それらを次なる支援へと結び付け
る取り組みが重ねられている。 
 
3．留学生支援のための日本語教育の役割 
2-1 で述べたように、留学生の問題は多岐に渡るが、それらの問題は互いに絡み合ってい
るため、留学生自身が単独で解決するには困難なことも少なくない。留学生支援に向けた様々
な取り組みが広がる中で、日本語教育は留学生支援として具体的に何ができるのだろうか。 
異文化の中で学習・生活する留学生にとって、ホスト社会での使用言語としての日本語を
学び、新たな知識を獲得することは、自身で問題解決できる範囲を拡大するとともに、新た
なコミュニティへの参画や、そこでのより深い人間形成にもつながるものである。それゆえ、
日本における留学生を対象とした日本語教育は、留学生のエンパワーメントを支えるという
意味で、それ自体が留学生支援としての大きな役割を担っている。 
この点を踏まえたうえで、留学生支援としての日本語教育に求められているのは具体的に
どのようなことであろうか。教育的アプローチの観点からの支援を考える際、横田・白𡈽𡈽𡈽𡈽
掲書）は、日本語教育そのものがもつ異文化適応教育としての要素を認識する重要性を述べ
ている。すなわち、教室における学習場面での学びと、生活場面における体験的な学びが一
体となり、それ全体が日本語学習過程として位置づけられるような、現場に重きを置いた教
育活動である。このような教育活動はこれまでにも「異文化間教育」や「日本事情」などの
科目において積極的に採り入れられてきたが、横田らは、こうした活動を採り入れることに
よる、留学生を対象とした日本語教育の枠組みにとらわれない日本語教育の可能性について
提言している。 
また、金沢𡈽𡈽掲書）は、日本語教育における実践を通して「対人接触の向上を側面から
援助する」ことの重要性を述べている。具体的には、例えば、留学生同士の接触機会を増や
すグループワークを取り入れることや、留学生と周囲の日本人学生や地域の人々との接触機
会を設けること、日本人の行動様式についての情報提供や生活場面でのアドバイスを行うこ
となどが留学生支援に繋がるという。 
一方、金沢𡈽𡈽掲書）はまた、留学生を援助する上での日本語教育者の役割について、「語
学を教えること以外の役割」の重要性を強調している。具体的には、留学生が抱えやすい問
題についての知識を持ち、必要ならすぐに専門家に繋げるようなネットワークを持つことで
ある。横田・白𡈽𡈽𡈽𡈽掲書）も同様に、日本語教育者が𡈽𡈽ン𡈽𡈽ング𡈽𡈽𡈽学）や𡈽𡈽𡈽
学の基礎を学ぶ必要性を述べている。その𡈽由は、日常的に留学生との接触機会を多く持つ
日本語教育者が、異文化不適応を示す留学生の発するシグナルに気づき、それを受け取った
上でじっくりと話を聞き、どの程度の不適応かを見極め、必要なら専門家につなぐという役
割を果たすことは避けられないからであるという。 
これらのことをまとめると、予防的・教育的アプローチの一環として留学生を対象とした
日本語教育や日本語教育者に求められる課題は、第一に、対人接触のための援助を教育実践
にどのように採り入れていくのか、第二に、日本語教育者が異文化の中の留学生の𡈽𡈽への
知識と𡈽解をいかに深め対応していくのか、という 2点に集約されよう。𡈽者に関しては、
近年、「日本語」と称される科目においても、日本人学生・留学生が協働で学ぶ授業実践𡈽例
えば、吉田・後藤,2014；永井・南浦,2014 など）や、地域とのかかわりを視野に入れた実践
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（例えば、阿部,2009）などがすでに始まり、広がりを見せている。日常的な教育実践の中で
留学生支援の観点を取り入れた多くの試みがなされるようになっているが、ここでは、現在、
筆者が関わる学内での実践を例として、留学生支援としての予防的・教育的アプローチの観
点から検討を行いたい。 
 
3-1. にほんごカフェ 
 岡山大学の「にほんごカフェ」は、日本語での交流機会と留学生対象の日本語学習支援の
場を提供することを目的として（大久保・坂野,2009）、学内のソーシャル・ラーニング・ス
ペースである「L-café」において、週 2回開かれている。日本語での交流を望む学内所属者
を対象としており、参加者は留学生・日本人学生が中心であるが、外国人研究員や教職員、
学内のボランティア参加者なども見られ、多様である。日本語教育を専門とする担当教員 2
名と院生・学部生の学生スタッフ 2名によって運営され、各学期に 6，7回のイベントも開催
されるなど、参加者同士が日本語で交流を深める場となっている。 
 「にほんごカフェ」は、前述の予防的・教育的アプローチの観点から見ると、留学生支援
のための様々な機能をもつことが明らかである。第一に、留学生の「居場所」としての役割
である。留学生が安心して利用できる空間が学内に存在することは、留学生の異文化適応を
促進する上で大きい。第二に、カフェでの交流が参加者間のネットワークの形成・拡大に繋
がることである。にほんごカフェの参加者は、出身・母語・所属・年齢等が多様である。そ
の日集まった参加者の間で新たな交流が生まれ、進学を考えている短期留学生が院生に研究
生活について尋ねたり、生活情報を共有し合ったりする様子も見られる。こうした交流が新
たなネットワーク形成にもつながり、カフェの後食事に出かけたり、休暇中に日本人学生の
帰省先を訪れたりする関係へと発展している。第三に、留学生を理解し、支援できる人材の
育成である。カフェに参加したものの交流のきっかけがうまくつかめない参加者に対しては、
学生スタッフが交流を支援するような関わりを持つが、教員はこのスタッフへの教育を行う。
各回のカフェ終了後や各学期の定例ミーティングの中で、カフェでの様子を振り返り、スタ
ッフの気づきを深めたり、問題を共有し必要な支援を検討したりするなどの指導や助言を行
っている。 
また、各学期に行われるイベントも、単なる文化紹介・文化体験のみで終わらないよう配
慮している。例えば、「生け花」を体験するイベントは、岡山大学農学部の協力により、学生・
教員が育てた花を花材とし、華道部の学生がアドバイスをするという形で行われる。イベン
トの参加者は留学生だけでなく、日本人学生、学内の日本人ボランティアに関わる人たちや
教員も加わる。そこでは、初めて会った日本人学生と留学生、あるいは留学生同士が自身の
作品を作るため互いに手を貸し合ったり、協働で大きな作品を作ったりするなどの自然な交
流が見られる。生け花そのものに関心を持ち、華道部の学生のアドバイスを受けながら何度
も生け直す学生、自分たちが使用している花材が農学部で育てられたことに関心を持ち、学
内での花や野菜の購入場所について他の学生から情報を得る学生など、そこでの学生間の関
わりは様々である。このように、「生け花」体験のイベントが留学生をはじめとした参加者に
とって新たな関心の喚起や情報交換、行動範囲の拡大、ネットワーク形成に結びつくことが、
にほんごカフェでこのようなイベントを行うねらいである。 
このようなにほんごカフェでの交流を支援する上で、学生スタッフの役割は大きい。学生
による学生への支援は、支援する側・される側が対等の関わりを持ちやすく、援助資源とし
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て注目されているが（正楽,2011）、にほんごカフェスタッフは参加者に共感を示し、参加者
同士の交流に加わりながら支援を行っている。また、最初は参加者としてカフェに通い始め
た日本人学生が、4 年次にはスタッフとして支援を担う側に回るなど、ここでは役割の循環
も見られる。 
一方で、にほんごカフェの課題としては、日本語初級レベルの学習者がイベント以外への
参加に困難を感じやすいこと、日本人学生・留学生とも継続的な参加者が限定されることな
どが挙げられる。また、日本語学習支援の場としても一層活用されるような仕組みや工夫が
必要である。加賀美・小松（前掲書）は、留学生・日本人学生間で支援する側とされる側が
固定化されることなく、互恵的で対等な関係を築いていくための関わりを構築していくこと
が必要であると述べているが、にほんごカフェにおいてもこれらの点が実現されるよう、今
後も検討を重ねる必要がある。 
 
3-2. 日本語会話パートナー 
 全学日本語コースにおける日本語会話パートナー（以下、「会話パートナー」）は、2008 年
から導入されている制度である(渡辺・坂野,2008)。その目的は、留学生に対し日本語使用機
会を提供するとともに日本人学生との接触機会を作ること、また、日本人学生が留学生との
交流や日本語教育への関心を高めること等であり、前述の「にほんごカフェ」とともに岡山
大学全学日本語コースにおける留学生支援の一環として位置づけられる。この制度は、他機
関でしばしば見られるような留学生・日本人学生の1対1のマッチングによるものではなく、
希望によりあらかじめ登録された学内の日本人学生（または学内のボランティアに関わる
人々）が、各クラスでの募集に応じて日本語クラスでの学習活動に参加し、留学生の支援を
行うものである。それを通して、日本人学生も留学生との交流を体験したり、コミュニケー
ションの仕方を学んだりする。具体的な活動内容は、日本語での会話練習やグループ・ディ
スカッションなど、クラスによってさまざまである。 
このような会話パートナーの活動もまた、予防的・教育的アプローチの点から見て留学生
支援の上での重要な支援の 1つとなっている。加賀美（2007a）は、大学キャンパスにおける
留学生・日本人学生間の交流を阻むものとして、存在を知らない「情報の壁」、相互に出会う
場所や時間がない「環境的障壁」、言葉・トピック・接近の仕方を知らない「スキルの壁」、
知らない相手への不安、遠慮などによる「心理的な壁」、価値観の違いや宗教、コミュニケー
ションへの戸惑いである「文化的な壁」の 5つがあると述べている。実際、クラス外で日常
的な日本語使用機会がなかなかないという留学生や、留学生との交流を望む日本人学生の声
も聞かれる。日本語会話パートナーは、留学生・日本人学生に、互いの存在を知らせ、出会
う場・機会を提供する。授業内での学習活動をともに経験する中で、留学生は日本語使用に
対する自信を高めるとともに、日本人学生は留学生の日本語学習への理解を深め、それが相
互交流にも結び付く。また、このような活動が教室活動の中で行われることで、必要に応じ
て教員による指導や助言が受けられるという安心感から、交流に不慣れな留学生・日本人学
生双方の心理的な負担を和らげ、交流しやすくなることも期待できる。 
 一方で、課題としては、交流がその場限りのもので終わってしまいがちなことや、時間的
な制約による参加者の集まりにくさなどが挙げられる。このような課題を解決できるよう、
留学生・日本人学生の双方が主体的に関われるような仕組みを作っていく必要があり、そこ
では複数の留学生支援を俯瞰できるコーディネーターの役割が重要である。 
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 3-3. 日本語クラスでの取り組み―「日本語４」を例として 
各日本語クラスにおいても、様々な学習活動を通して留学生支援が行われている。ここで
は、筆者が担当する「日本語 4」における活動事例を挙げる。「日本語 4」は、岡山大学にお
ける 1(初級)～7（上級）の日本語レベルのうち、中級半ばの学生を対象としたクラスである。
半年または 1 年間の短期留学生の履修が比較的多く、そこに大学院生・研究生なども加わる
ため、履修者の背景は多様である。教員 2名によるティームティーチングで、計週 4コマ開
講されている。 
日本語 4では、履修者が身近なことがらや社会的話題への関心を高め、日本語で自ら情報
を発信できるようになることを重視している。表 1は、日本語 4のメインテキストに関連し
た各課のテーマと活動例である。活動形態や設定テーマはクラス状況により毎学期多少異な
るが、いずれの活動においても、ある事柄について考えを共有し合うことで、履修者が相互
理解を深めることが意図されている。そのための学習活動においては、状況に応じて会話パ
ートナーやその他の日本人学生らの参加が求められる。例えば、「異文化の中で考えたこと」
は、異文化の中での自身の経験や考えを留学生・日本人学生によるグループ・ディスカッシ
ョンを通して共有することで、相互の共通点の発見や新たな視点の獲得につながることが期
待される。また、中間発表では、自身のこれまでの日本語学習について述べることを通して
日本語学習の楽しさや困難を共有することが大きな目的であるが、そこに日本語教育副専攻
の学生が参加することで、日本語学習者への理解が深まり、留学生支援者を増やすことにも
つながると考えられる。 
さらに、最終発表では、プロジェクトワークとして、自身が選んだテーマに基づき質問項
目を立て、複数の日本人学生にインタビューを行い、その後、考察し発表に結び付けるとい
う過程を約 1 か月かけて準備していく。発表当日は、クラスメートだけでなく、会話パート
ナーなどを通して募集した日本人学生も参加し、ディスカッションを通して、さらに考察を
深める。ここでは、留学生自身が選んだ日本社会や身近な問題について自ら情報収集し考察
表 1 「日本語 4」における各課の活動例 
  テーマ 内 容 
第 1課 ストレス解消法 
自分の疲れやストレスの解消法（歌・音楽・その他）について説明・
共有し合う。 
第 2課 身近な「迷信」 
自国の迷信を紹介し、共有し合うことで、背後にある社会的・文化
的価値観や慣習などへの気づきを深める。 
第 3課 
異文化の中で考え
たこと 
異文化と出会い、そこで感じたこと・考えたことを説明し、共有し
合う。 
中間発表 日本語学習史 
自分がこれまでどのように日本や日本語、日本語学習と向き合い、
学んで来たのか発表し、共有し合う。 
第 5課 
自分の大切なも
の・大切な場所 
身近にある自分の大切なものやお気に入りの場所などの写真を撮っ
て持ち寄り、フォトレポート形式で、紹介し、共有し合う。 
第 6課 
自分や家族にとっ
ての特別な料理 
自分や家族に関わる食生活をはじめとする習慣やエピソードをわか
りやすく紹介し、共有し合う。 
第 7課 関心がある仕事 
自分が関心を持っている仕事についてよい面・大変な面を説明し、
検討する。 
最終発表 調査発表 
自分で選んだテーマについて質問項目を考え、複数の日本人学生に
インタビューし、その結果から考察を加え、発表し、検討する。 
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することで、テキストで取り上げられているようなこともクリティカルな視点からとらえる
ことができるようになることが意図されている。また、日本語中級レベルの学習者は、日本
語母語話者との交流場面において、情報を受け取る側に立つことが多く、発信する機会が限
られやすいが、このプロジェクトワークでは、自身が発信者となって発表する経験が新たな
関心の喚起や自己効力感の獲得にも繋がると期待している。 
 毎学期、留学生が選ぶテーマは様々であり、類似したテーマでも今までにない切り口であ
ったり、そのテーマとの個人的なつながりが色濃く反映されていたりするなど、いずれも興
味深い。そのため、クラス内に日本語会話パートナーを招いてのインタビュー活動の際、留
学生自身から「自分の選んだテーマの面白さがわかった」「このテーマで日本人と話すのは楽
しかった」という声が多く聞かれる。一方、インタビュー協力者である日本人学生も調査結
果に関心を示し、最終発表当日も参加した上で、「留学生との交流や日本語教育への新たな関
心につながった」という感想を持つことも多い。また、インタビューに協力した日本人学生
の紹介で、留学生がその友人らにもインタビューを行うなど、新たな出会いやネットワーク
の拡大にもつながっている。 
このように、日々の学習活動の中に留学生支援を意図した活動を取り込むことは可能であ
り、そこには多くの利点が見られる。一方で、対人接触の向上を側面から援助するのに必要
な要素はどのようなものであるのかなど、具体的に検討すべき課題も多い。留学生・日本人
学生双方の声を傾聴しながら、これらを追究していく必要がある。 
 
４．まとめと今後の課題 
以上、本稿では、日本国内において受け入れが急増している留学生がどのような問題を抱
え、また、留学生支援のためにどのようなアプローチがとられているのかを、先行研究をも
とに概観した。その上で、留学生支援として日本語教育が果たすべき役割について、現在、
筆者が関わる取り組みを実践例として取り上げることで検討を行った。 
ここで紹介した筆者が関わる実践例はどれも目新しいものであるわけではない。すでに他
の機関においても、授業や授業以外の活動を通して同様の豊かな取り組みが広がりつつある。
重要なのは、こうした取り組みが留学生支援としてどのような機能を果たし得るのか、問題
の予防の観点からとらえ直すことであろう。 
また、日本語教育者による異文化における留学生の心理に関する知識と理解については、
今後も引き続きその獲得に努め、留学生との向き合い方についても事例を収集し分析するこ
とを通して検討を重ねていく必要がある。 
さらには、複数の留学生支援の間での有機的な結びつきにも目を向ける必要がある。本稿
では、留学生支援としての日本語教育の役割にのみ焦点を当てたため、学内における他の留
学生支援との関連については言及していない。学内では、留学生のための様々な支援が行わ
れているものの、各支援の担当者が異なる場合、相互の情報が共有されにくい。こうした連
携や情報共有が普段から行われることで、各支援の特徴を生かしたより有効な支援に結び付
くことは言うまでもない。 
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